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「 Linked Dataアプローチによる芸術情報統合の試み 」

武 田 英 明
国立情報学研究所 学術コンテンツサービス研究開発センター長

「 アーカイブすることの意味 」

長 尾 真
国立国会図書館長

「 アートとアーカイブをめぐって 」

四 方 幸 子
文化庁委託メディア芸術コンソーシアム構築事業企画ディレクター

「 3次元アーカイブの可能性 」

北 郷 悟
東京藝術大学副学長，彫刻家

芸術・文化を創造する者、それら情報を集積す

る者そして流通させる者。それらが次世代レベ

ルのアーカイブを介してつながるとき、芸術・

文化からどのような知を紡ぎ出すことが出来る

のか、その可能性を探る。

2010年12月19日（日）　13:00受付開始
13:30-（第1部 講演 ）16:30-（第2部 ディスカッション）
会場　東京藝術大学上野校地 美術学部中央棟 第1講義室

入場無料・要参加申込（定員180 名）／主催　東京藝術大学 芸術情報センター

参加申込　　http://amc.geidai.ac.jp/

問い合わせ　amc-info@noc.geidai.ac.jp


